
ヒトプリオン病の各臓器におけるprion seeding activity の検討	

解　説	
	

1.  Endopoint dilution法とRT-QUIC法を組み合わせて用いることで、プリオンのアミロイ
ド形成能（シード活性）を50% seeding dose (SD50)として定量的に評価することが可能
となった。	

2.  孤発性CJD患者より剖検時に採取した臓器（脳・脾臓・肝臓・腎臓・肺・副腎・消化
管）のSD50を測定したところ、非神経系組織においても104-107/g tissueのシード活性
が存在することが明らかとなった。 	

研究協力者である佐藤克也は「ガイドラインの策定・改訂」、「診
断基準・重症度分類策定・改訂のための疫学調査」の委員であり、
本研究の結果をこれらのガイドラインや診断基準に利用している。	
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